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はじめに

　1997 年に制定された新河川法を背景にダム直下流に

おける河川生態系のバランスの悪化の問題は，河川工学，

生物，人文などの研究分野，河川管理者および地元住民

に共通の現象として捉え，調査研究することが大切であ

る（古川，2000）．これを受け，豊田市矢作川研究所では，

1999 年から越戸ダム下流の豊田市扶桑町（古鼡地区）

において川と人と生物の相互作用を把握し，河川環境改

善への提案をする河川環境復元総合調査事業（矢作川古

鼡プロジェクト，以下，古鼡プロジェクト）に取り組ん

だ（豊田市矢作川研究所，2000；2001）．古鼡プロジェ

クトでは，古鼡地区の望ましい矢作川の環境を考える基

礎資料とするために河川水辺に生息する生物の利用実態

を把握した．水生生物については，河川を横断するベル

トを設定し調査を実施した（田中ほか，2003）．

　本調査（2015 年〜 2016 年）は，ダム直下のアーマー

化が進行した河床の改善予定地において改変前の水生生

物の生息状況を把握する目的で実施した．本報では古鼡

における付着藻類の生息状況を報告するとともに過去の

調査データ（2000 年 5 月～ 2001 年 11 月におこなった

古鼡プロジェクトの横断面の付着藻類の結果）と比較し

た．

　近年，珪藻綱の属名および種小名の分類学的変更が進

行中である．将来，混乱を回避できるように，本調査で

確認した珪藻綱の同定名とその顕微鏡写真を示した．

調査概要

調査時期

　2015 年 10 月から 2016 年 7 月において，各季節に 1

回の頻度で実施した．

・秋季：2015 年 10 月

・冬季：2016 年 2 月

・春季：2016 年 5 月

・夏季：2016 年 7 月

調査方法

　古鼡水辺公園の下流（古鼡 A：施工予定地，平戸橋か

ら約 600 m 下流）とそれより下流の瀬（古鼡 B：対照区，

平戸橋の約 950 m 下流）で調査をおこなった（図 1）．

両地点で河床の礫を 8 個採取し，そのうち 3 個の礫表面

から5 cm ×10 cm の付着物をナイロンブラシで剥がし，

蒸留水で洗い流して付着藻類の種組成分析試料とした．

残り 5 個はそれぞれの礫表面から直径 3 cm（約 7 cm3）

の付着物をミクロクロス（谷田ほか，1999）で擦り取り，

クロロフィルa 量の分析試料とした．いずれの試料も

保冷ボックスに入れ持ち帰った．藻類の種組成分析用試

料にはホルムアルデヒド液を試料容量の 5 〜 10％加え

固定した．固定した試料は濃縮後，よく攪拌し，駒込ピ

ペ ッ ト を 用 い 1 ml を 罫 線 入 り ス ラ イ ド グ ラ ス

（MATSUNAMI，S6117）に流し入れ，柄付き針で藻類

を均等にし，カバーグラスをかけた．光学顕微鏡下で

200 〜 400 倍で観察し，種および属ごとに計数した．珪

藻類の同定はガラス質だけにしたプレパラートを作成し
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要 約

　河床環境の改善工事が予定されている豊田市扶桑町（古鼡地区）において，改変前の付着藻類の生息状況を把握

するために 2015 年から 2016 年に調査をおこなった．本調査で確認した珪藻綱の主な種について顕微鏡写真を示し

た．本調査の結果を既存データ（2000 年から 2001 年に実施）と比較した．古鼡地区の付着藻類相の季節変化は約

15 年前と大きな違いは確認されなかった．
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（南雲，1995），1000 倍にした顕微鏡下で観察，同定した．

珪藻綱の同定は，小林ほか（2006）および渡辺（2005）

に従った．珪藻綱以外の藻類は廣瀬・山岸（1977）に従っ

た．

　付着藻類を擦り取ったミクロクロスは 90％エタノー

ルで抽出し，Lorenzen 法により分析した（Lorenzen, 
1967）．

調査結果

　各調査日の環境要因を表 1，確認された付着藻類を表

2，確認分類群の一覧を表 3 に示した．珪藻類の主な確

認種を図 2―1 〜 2―4 に示した．

　各調査日とも古鼡 A と古鼡 B の代表種は共通してお

り，付着藻類相に違いは見られなかった．

　2015 年 10 月 は 藍 藻 Homoeothrix janthina， 紅 藻

Batrachospermum sp.，珪藻Melosira varians のほか，

珪藻Fragilaria capitellata，珪藻Fragilaria capucina v. 
vaucheriae，珪藻 Achnanthidium convergens，珪藻

Gomphonema inaequilongum， 珪 藻 Navicula 
cryptotenella，緑藻Stigeoclonium sp. などが多く出現

した．

　2016 年 2 月は 10 月と同様の種組成であったが，H. 

janthina が 減 少 す る 一 方 で F. capitellata， 珪 藻

Fragilaria crotonensis， 珪 藻 Cymbella turgidula v. 
nipponica， 珪 藻 Encyonema leei， 珪 藻 Encyonema 
silesiacum，珪藻Gomphoneis okunoi，珪藻Nitzschia 
dissipata などが 10 月より一桁高い密度となった．緑藻

Cladophora glomerata は古鼡 A で，緑藻Ulothrix sp. 
は古鼡 B で確認された．確認の有無は，光環境や流速

など河川の物理環境の違いが影響していることも考えら

れるが，調査時に，これら糸状緑藻の分布はまだらであっ

たことを考慮すると，採取した礫に偶然付着していたも

のと推察される．

　2016 年 5 月はH. janthina が優占し，それに混ざっ

て F.  capuc ina  v.  vaucher iae ，Achnanth id . 
convergens，E. silesiacum などの珪藻が多く確認され

た．

　2016 年 7 月は H. janthina が優占し，その基部に

Achnanthid. convergens が多くみられた．この種以外

の珪藻類は出現量が減少した．

　各調査日のクロロフィルa 量を表 4に示した．古鼡 A
と古鼡 B のクロロフィルa 量は，2 月に大きく 7月に小

さい値を示した．2015 年 10 月の古鼡 A，2016 年 2 月の

古鼡 B，2016 年 5 月の古鼡 A では大きなバラツキが見

られた．調査地ではC. glomerata やコケ植物が繁茂し

ており，これらが試料に混入するか否かでクロロフィル

a 量の値が大きく変わる．コケ植物は上流の阿摺ダム（河

口から約 55.0 km）の下流 700 m や百月ダム（河口から

約 63.0 km）の下流 450 m の河床で顕著に繁茂しており，

本調査地である越戸ダム下流でも分布が拡大する傾向に

ある．

　本調査の地点 A および B で得られた付着藻類の季節

変化を既存データ（古鼡プロジェクトの横断面調査（田

中ほか，2003）2000 年 5 月〜 2001 年 11 月に実施）と

比較した．本調査の地点と流速と水深が近い古鼡横断面

の地点④の比較では，夏季にH. janthina が優占し，冬

季に珪藻が多くなるという季節変化は同様であった．古

図 1　調査位置図．

  A・B：2015―2016 年調査　A：改変予定地　B：対照

区　■■：2000―2001 年調査

表 1　調査時の環境要因．

調査日 2015/10/27 2016/2/25 2016/5/24 2016/7/13
調査場所 古鼡A 古鼡B 古鼡A 古鼡B 古鼡A 古鼡B 古鼡A 古鼡B
水温℃ 15.5 15.5 6.9 7.1 19.2 19.2 23.1 23

pH 8.5 8.3 8.6 8.4 8.4 8.5 7.9 7.6
電気伝導度（mS m－1） 5.1 5.0 3.4 3.5 5.4 5.2 6.0 5.9
水深（m） 0.7 0.6 0.4―0.5 0.4 0.4―0.5 0.4 0.3―0.4 0.3―0.4
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矢作川中流域（古鼡地区）の付着藻類の季節変化
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図 2―1　 2015 年～ 2016 年の調査で確認された古鼡の主な珪藻綱．
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矢作川中流域（古鼡地区）の付着藻類の季節変化

図 2―2　 2015 年～ 2016 年の調査で確認された古鼡の主な珪藻綱．
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図 2―3　 2015 年～ 2016 年の調査で確認された古鼡の主な珪藻綱．
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矢作川中流域（古鼡地区）の付着藻類の季節変化

図 2―4　 2015 年～ 2016 年の調査で確認された古鼡の主な珪藻綱．



32

内田朝子・洲澤多美枝

表 3　古鼡における付着藻類確認分類群一覧．

綱名 学名

1 藍藻綱 Aphanocapsa sp.
2 藍藻綱 Chamaesiphon minutus (Rostaf.) Lemmerm.
3 藍藻綱 Chamaesiphon sp.
4 藍藻綱 Xenococcus sp.
5 藍藻綱 Homoeothrix janthina (Bornet et Flahault) Starmach
6 藍藻綱 Phormidium sp.
7 藍藻綱 Calothrix sp.
8 紅藻綱 Batrachospermum sp.

珪藻綱 中心目

9 珪藻綱 Aulacoseira pusilla (F. Meister) Tuji et Houki
10 珪藻綱 Melosira varians C. Agardh
11 珪藻綱 Discostella spp.
12 珪藻綱 Lindavia praetermissa (Lund) T. Nakov et al.

珪藻綱 羽状目―無縦溝亜目

13 珪藻綱 Asterionella formosa Hassall
14 珪藻綱 Diatoma vulgaris Bory
15 珪藻綱 Fragilaria capitellata (Grunow) J. B. Petersen
16 珪藻綱 Fragilaria vaucheriae (Kütz.) J. B. Petersen
17 珪藻綱 Fragilaria crotonensis Kitton
18 珪藻綱 Fragilaria perminuta (Grunow) Lange-Bert.
19 珪藻綱 Punctastriata linearis D. M. Williams & Round
20 珪藻綱 Staurosira venter (Ehrenb.) H. Kobayasi
21 珪藻綱 Hannaea arcus var. recta Cleve
22 珪藻綱 Ulnaria acus v.
23 珪藻綱 Ulnaria inaequalis (H. Kobayasi) M. Idei
24 珪藻綱 Ulnaria ulna (Nitzsch) Compère

珪藻綱 羽状目―縦溝亜目

25 珪藻綱 Amphora copulata (Kütz.) Schoeman et R. E. M. Archibald
26 珪藻綱 Amphora montana Krasske
27 珪藻綱 Amphora pediculus (Kütz.) Grunow
28 珪藻綱 Achnanthes crenulata Grunow
29 珪藻綱 Achnanthidium convergens (H. Kobayasi) H. Kobayasi
30 珪藻綱 Achnanthidium exiguum (Grunow) Czarn.
31 珪藻綱 Achnanthidium japonicum (H. Kobayasi) H. Kobayasi
32 珪藻綱 Achnanthidium minutissimum (Kütz.) Czarn.
33 珪藻綱 Achnanthidium subhudsonis (Hust.) H. Kobayasi
34 珪藻綱 Karayevia cleveii  (Grunow) Round et Bukhtiy.
35 珪藻綱 Planothidium lanceolatum (Bréb.) Lange-Bert.
36 珪藻綱 Planothidium rostratum (Østrup) Lange-Bert.
37 珪藻綱 Cocconeis pediculus Ehrenb.
38 珪藻綱 Cocconeis placentula Ehrenb.
39 珪藻綱 Cymbella aspera (Ehrenb.) Peragallo
40 珪藻綱 Cymbella tumida (Bréb.) Van Heurck
41 珪藻綱 Cymbella turgidula v. nipponica Skvortzov
42 珪藻綱 Cymbella turgidula v. turgidula Grunow
43 珪藻綱 Encyonema leei (Krammer) Ohtsuka, Hanada et Y. Nakamura
44 珪藻綱 Encyonema silesiacum (Breisch) D. G. Mann
45 珪藻綱 Reimeria sinuata (W. Greg.) Kociolek et Stoermer
46 珪藻綱 Diploneis boldtiana Cleve
47 珪藻綱 Frustulia amphipleuroides (Grunow) A. Cleve
48 珪藻綱 Gomphoneis heterominuta Mayama et Kawashima
49 珪藻綱 Gomphoneis okunoi Tuji
50 珪藻綱 Gomphonema biceps F. Meister
51 珪藻綱 Gomphonema inaequilongum (H. Kobayasi) H. Kobayasi
52 珪藻綱 Gomphonema mexicanum Grunow
53 珪藻綱 Gomphonema parvulum (Kütz.) Kütz.
54 珪藻綱 Gomphonema parvulum v. lagenula (Kütz.) Freng.
55 珪藻綱 Gomphonema pseudoaugur Lange-Bert.
56 珪藻綱 Gomphonema yamatoensis H. Kobayasi ex K. Osada
57 珪藻綱 Gomphonema yakuensis Tuji et T. Watanabe
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鼡プロジェクトの横断面調査は，期間中に記録的な東海

豪雨（2000 年 9 月 11 日〜 12 日．岩津水位観測所のピー

ク流量約 4,300 m3/s）による影響を受けており，出水後

のデータは単純に比較することはできない．

　2000 年 5 月〜 2001 年 11 月の調査試料の同定では，

珪 藻 Achnanthes japonica と 珪 藻 Achnanthes 

convergens の区別はできておらず，この 2 種の複合種

をAchnanthes japonica として示した．一方，本調査

で は 属 名 Achnanthes は Achnanthidium を 用 い，

Achnanthid. japonicum（＝Achnanthes japonica）と

Achnanthid. convergens（＝Achnanthes convergens）
を区別した．

58 珪藻綱 Eolimna minima (Grunow) Lange-Bert.
59 珪藻綱 Geissleria decussis (Østrup) Lange-Bert. et Metzeltin
60 珪藻綱 Hippodonta pseudoacceptata (H. Kobayasi) Lange-Bert., Metzeltin et Witk.
61 珪藻綱 Luticola goeppertiana (Bleisch) D. G. Mann
62 珪藻綱 Navicula capitatoradiata H. Germ.
63 珪藻綱 Navicula cryptocephala Kütz.
64 珪藻綱 Navicula cryptotenellaa Lange-Bert.
65 珪藻綱 Navicula exiloides H. Kobayasi et Mayama
66 珪藻綱 Navicula gregaria Donkin
67 珪藻綱 Navicula nipponica (Skvortzov) Lange-Bert.
68 珪藻綱 Navicula notha J. H. Wallace
69 珪藻綱 Navicula pseudolanceolata Lange-Bert.
70 珪藻綱 Navicula senjoensis H. Kobayasi et K. Ando
71 珪藻綱 Navicula symmetrica R. M. Patrick
72 珪藻綱 Navicula tenelloides Hust.
73 珪藻綱 Navicula veneta Kütz.
74 珪藻綱 Navicula viridula v. rostellata (Kütz.) Cleve
75 珪藻綱 Navicula viridula v. rostrata Skvortzov
76 珪藻綱 Navicula yuraensis Gotoh
77 珪藻綱 Parlibellus protractoides (Grunow) Witk., Lange-Bert. et Metzeltin
78 珪藻綱 Placoneis elginensis (Gregory) E. J. Cox
79 珪藻綱 Sellaphora bacillum (Ehrenb.) D. G. Mann
80 珪藻綱 Sellaphora japonica (H. Kobayasi) H. Kobayasi
81 珪藻綱 Sellaphora pupula (Kütz.) Mereschk.
82 珪藻綱 Nitzschia amphibia Grunow
83 珪藻綱 Nitzschia dissipata (Kütz.) Grunow
84 珪藻綱 Nitzschia fonticola Grunow
85 珪藻綱 Nitzschia inconspicua Grunow
86 珪藻綱 Nitzschia palea (Kütz.) W. Sm.
87 珪藻綱 Nitzschia paleacea (Grunow) Grunow
88 珪藻綱 Pinnularia interrupta W. Sm.
89 珪藻綱 Rhoicosphenia abbreviata (C. Agardh) Lange-Bert.
90 珪藻綱 Surirella angusta Kütz.
91 珪藻綱 Surirella sp.
92 珪藻綱 Surirella linearis v. helvetica (Brun) F. Meister
93 緑藻綱 Cladophora glomerata Kütz.
94 緑藻綱 Ulothrix sp.
95 緑藻綱 Stigeoclonium sp.
96 緑藻綱 Oedogonium sp.
97 緑藻綱 Spirogyra sp.
98 緑藻綱 Closterium sp.

注）学名の著者名は後藤（2003）に従った．

表 4　調査日におけるクロロフィルa 量（mg m－2）．

調査日
古鼡A 古鼡B

平均値±標準偏差 平均値±標準偏差

2015/10/27 139.9±98.6 170.8±39.6
2016/2/25 221.8±31.0 235.8±89.4
2016/5/24 111.1±116.6  63.9±31.5
2016/7/13  73.7±36.7  39.3±11.8
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　 東 海 豪 雨 前 の 2000 年 5 月 は M. varians， 珪 藻

Asterionella formosa，Achnanthes japonica，G. 
parvulum の珪藻が多く出現した．本調査の 2016 年 5

月の確認状況においても，これらの出現は多く確認され

た．2000年5月には緑藻Oedogonium sp. が出現したが，

本調査では確認できなかった．反対に，本調査で出現の

多かったH. janthina は 2000 年 5 月には少なかった．

2000 年 8 月 の 横 断 面 ④ の 代 表 種 は H. janthina と

Achnanthes japonica であった．2016 年 7 月の代表種

はこれらの種（本調査では属名をAchnanthidium とし

Achnanthid. japonica とAchnanthid. convergens を区

別した）で占められていた．

　東海豪雨後の 2000 年 11 月の横断面④の代表種はH. 
janthina で 2000 年 8 月と同様であった．2016 年 10 月

は H. janthina に加えて Achnanthid. convergens，F. 
capitellata，Navicula 属，Gomphonema 属（一部の種

はGomphoneis 属に移行），Cymbella 属（一部の種は

Encyonema 属に移行）およびNitzschia 属などが多く

確認された．2001 年 2 月の代表種は緑藻 Ulothrix 
zonata，Cymbella tumida，M. varians で あ っ た．

2016 年 2 月は Fragilaria 属，Cymbella 属，Nitzschia
属が多く出現した．古鼡 B では 2001 年 2 月に代表種と

な っ た Ulothrix 属 も 出 現 し た が， 古 鼡 A で は C. 
glomerata が出現した．

　2015年から2016年の古鼡の付着藻類相の季節変化は，

15 年前と似た傾向を示した．
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